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イン(Ig) ，細胞膜貫通部位，細胞内にチロシンキナーゼドメインを持つ。FGFが FGFRの 2番
目と３番目のIgに結合すると，FGFRの自己リン酸化が誘導され細胞内にシグナルが伝達される。
FGFR1から FGFR3のN末端から３番目の Igは異なったエクソン IIIbと IIIcにコードされて







に関与していることが報告されており, 様々ながんにおいて FGFR3 は分子標的薬のターゲット
分子として期待されている。日本における食道がん患者の 90%以上は扁平上皮がんである。食道
がんの生存率は他の消化器系がん（胃がん：約 60%，大腸がん：約70%）と比較して 30%と低く，
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FGFR3IIIc細胞の細胞増殖能の亢進は FGF2などの FGFR3IIIc特異的に結合する FGFのオートク
ライン効果である可能性が示唆された。 
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 ２月１８日に開催された公聴会で申請者は、食道がんの早期発見と治療を目的として，腫瘍
マーカー分子の同定およびそれを分子標的としたがん治療の可能性についての研究成果を発表
した。この発表に対して，主に研究方法とデータに関して結論を導き出すまでの過程に関する
質問があった。これらの質問に対して、申請者は、研究の背景と目的、さらに採用した実験方
法とそれから得られたデータ、また補足的な実験結果なども含めて、導き出した結論の妥当性
について適切に説明した。発表後の専攻会議において投票により合否判定が行われ、賛成多数
で本論文は合格と判定された。また、同日行われた英語の学力試験においても、博士として十
分な英語の学力を持つと判断された。 
以上の結果から、本論文は博士学位を受けるに十分な内容を持つものと判定された。 
